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はじめに

1998年から 2年聞かけて、「占領期の広報活動Jというテーマで、占領軍GHQが広報活

動の意義、重要性を日本の官民にしゅ斗こ啓蒙、浸透させてきたか、それに対し日本側の反

応はどうであったか、を実証的に明らかにするべく研究会を開催した。その成果は2000

年6月に占領期の広報活動研究会 1999年度研究会報告書 iGHQと広報Jとしてまとめる

ことができた。

その後、当研究会は「占領期の広報誌 ・社内報の研究」研究会として更なる研究を続け

ることとなり、 2001年からは早稲田大学現代政治経済研究所の i20世紀メディア研究会J

ともジョイントする形で、より多方面の研究者からの刺激を受けつつ研究を進めてきた。

今回、報告書と してまとめたものは、この「占領期の広報誌 ・社内報の研究」研究会の

2000'" 2001年度報告書であり、内容的には前回の iGHQと広報j と連続性を持つもので

ある。将来的には、これら 2つの報告書を叩き台として、更なる研究を進めていき、単行

本の形で出版できれば、とも考えている。

本報告書は、例会での発表と同様に、各人の分析結果をそのまま掲載したものである。

文責は各執筆者にある。

|占領期の広報誌 ・社内報の研究」研究会

主査 山本武利(早稲田大学政治経済学部教授)
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